
































はじめに 

 新生児 Special Care Unit「NICU を含む」(以下未熟児センターとする)内における母子

相互関係について,本研究に関わる過去の一連の研究結果を踏え,今回は未熟児センター内

での母親の子への対面時の行動を継続的に観察し子に対する母親の関わり方の変化を捉え

母子結合の対応を明らかにすることを意図した。 

 更に，当院の未熟児センターを退院した児の母親を対象に Retrospective な観点から入

院時での子への対処し仕方,関わり状況について調査し,母性行動について検討することと

した。 

研究目的 

 先の母親の母性行動に関する研究結果の一症例において,保育器内の児が覚醒状態にあ

った場合には,母親の子への働きかけが活発になり,積極的なタッチング活動を誘発した。

この例でもわかるように,母子接触の場合には児の状態が非常に重要であることが明らか

である。本研究は未熟児センター(以下 NICU と呼ぶ)における母子相互作用の一方の担い手

である未熟児の保育器内の行動特徴を,身体的活動と,生理学的反応である心拍率と呼吸率

を指標として検べたものである。 

 この研究の目的は 2 つから成っている。1 つは 1 保育器内の児の 1 日行動を発達的に見

ることである。第 2は,NICU 内は治療等いろいろな必要から,比較的明るい照明(500～1000

ルックス)が施こされているが,この照明の遮断が児の行動にどのような影響を及ぼすかを

検討することであった。 


